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る。反復練習や検討をすることによって、物事の
観点の選択ないし、分析などの設定がきめ細かく
なっていく。そしていろいろな角度から考えてい
くことができ、知的操作の分化度が進む。第 2に、
反復練習するうちに当該の問題・課題に関連する
知識が自然に想起され、身についていく。古い知
識のなかに問題解決につながることがしばしばあ
る。第 3に、反復練習していくうちに、次第に自
我関与の程度が強まり、問題解決への執念や創造
への意欲が強まってくる効果がある。モチベーシ
ョンの高い学生が練習熱心であるのはこれらに関
係すると考えられる。そもそもワインデイング等
の課題スタイルの反復（模倣）の過程には、知的
機能が存在する。例えば「Ａさんにできるのであ
れば、私にできる。」といったこのような思いの
前提として、自己と他者の能力や、素質の類似性
あるいは優位性に対する気づきがある。この肯定
的な優位性は、モチベーションを生む。このこと
は広い意味において社会適応化に向けた行動であ
ると考えられる。
②表現力・創造力について
必須事項の 2番目として表現力と創造力が挙げ
られる。これは、訓練や練習による反復継続過程
と表裏一体の関係になっている。その理由とし
て、なにごとも反復を行っているうちに、当然の
ことながら上達していく。これによって、さまざ
まな観点に立つことが可能となる事はすでに述べ
た。この過程は、突き詰めれば表現力や創造力の
源泉に他ならないのではないかと考えられる。物
の見方・考え方を変更することは、それぞれの表
現が異なりながら着眼点が変更されていくことを
意味する。そして、このことを重視し意識的に変
更することの有効性を示唆する。事実同じもので
も、違って見えたり、見たりすることは可能であ
る。
そこで錯視の現象を例に挙げて考察していく。
錯視現象
錯視の現象は美容師国家資格において必須科目
であり、美容文化論Ⅱの教科書で学習していく。
この視覚現象は、美容〈ヘア、メイク〉をはじめ、
ファッションの分野全般における関連項目であ
る。錯視現象はそれに関する知識や経験がなくて
も、直接感じ取れる表現である。表現から伝わる
面白さにより、一層説得力を高める効果をもたら
す。その意味において、表現から感じ取られる不
思議さや面白さにより、注目性と視覚的興味を喚
起する。
図 1（ルビンの盃）を例に考察すると、白の盃
に黒の背景がある。一転して見方を変えれば二
人の黒い横顔が相対しており、背景が白と変わ
る。このような反転図形は我々の視覚認識の特徴
を明らかにしており、一方の見方をとればもう一
方の反転図形の認識ができないことが確認でき
る。もう一方の図（カニッツアの主観的輪郭）は
物理的に存在しないはずの三角形の輪郭が確認で
きる。このように錯視とは、それぞれ認識の仕方
が異なっているとわかっていても、なおそのよう
に間違って知覚する現象に特徴がある。すなわち、
目を通して外界の事物とその変化を感知する過程
で形や大きさ、明暗、色、運動などが見方によっ
て異なって見える現象である。一般的には大きく
分けて物理的な錯視の現象と、心理・生理的な錯
視の現象に分けられる。物理的錯視の現象は、比
較的単純な物理的要因による変化や歪曲である。
図 1
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光の屈折によって水の中の棒が折れたように見え
る現象やプリズム、レンズ鏡、蜃気楼による現象
がそれにあたる。一方心理・生理的な錯視の現象
とは、感覚器官によって生じる過程の結果として
残像、対比現象、幾何学的な錯視の現象などがあ
り、このことは筆者の論文「補色を基盤とした新
たな色彩体系にむけて」2）においてくわしく述べ
ていく。また視覚だけでなく、他の感覚を通すこ
ともある。錯視は物理的に存在するものではない
ので、その原因を明確に究明することは困難であ
る。特に 20 世紀にはいってからは、急激に発達
した科学と技術により、多くの新たな錯視表現様
式が生み出され、強力な視覚的手段の一つとして
さまざまな場所や分野において、数多く利用され
ている。その錯視の手段は特にファッションやデ
ザイン、現代芸術作品等において、多く強調され
ている。以上のように、物事の視点や捉え方の変
更は、実質的に表現力や創造力に関わってくる。
それは、対人関係においても同様であり、見る
側の態度が変われば、同じ人物が違って見える。
例えば自己の立場と他者の立場を置き換えて考え
てみるなどがそれである。そして、やがては、相
手の態度・行動も実際に変化してくる。教師が態
度やアプローチを変えることによって学生の側に
徐々に変化が見られ、学生の問題行動や性格の改
善も期待することができる。実際の具体的な例と
して、カウンセリングでの共感的理解が有効であ
る。カウンセリングは、美容職業上にも必須の事
項であり、顧客の抱えている問題点や悩みの特質、
年齢、性格などに応じて技術的な手法や接客態度、
心理的な働きかけなどさまざまに組み合わせて、
変更させ、効果をあげる上で大切である。これら
の物の見方や考え方を変更していく意義は、実生
活における創意工夫でもあり、表現の多様性の確
立や、創造的態度の表れに他ならない。
よりよい適応状態を求めて、ものの見方・考え
方の変更をしていく。そしてここには相互関係の
循環構造が影響している。人の話を聞いて、その
指示通りに行動に移し変えるなどがその例であ
る。このような自然や物質の変化、体や心の変化
は、生育上のプロセスではないだろうか。その他、
質を変更することにより量を変更したり、量を変
えることにより、質を変えるといったことで、よ
りよい作品ができたり、新しいものができる。例
えば、ヘアスタイルやメイク、装飾（デコレーシ
ョン）をトータルとしてスタイリングしていく際
にバランス上、つけ加え過ぎた箇所にはなるべく
余計なものを省いて差し引いていく作用を施した
り、また逆に不足している部分には、つけ加えた
りといった場合などが、その例である。ワインデ
イング等、美容の基礎的技術の際においても同様
で、反復練習をする際、技術において時間的なタ
イムアップを計りながら、課題スタイルのクオリ
ティをバランスよく身につけていくことが問われ
る。そもそも物事の構造は、構成要素の空間的あ
るいは時間的配置や変換に他ならない。技術の組
み立てに関しても、試行錯誤を重ねて、結果的に
手際が良いか悪いかで、大きな違いがでてくる。
このように美容技術のさまざまな形など多数の動
作からなるものやヘアメイクと服装・装飾・イン
テリアなどの併用行為等、物事の状態とは、同時
併用の状況に他ならない。何をどのように付け加
え、取り除くかによって、物事の改善・改良や動
作・作品などの成否が決まる。カラーリングはヘ
アやメイクをする上で重要な要素となるが、色彩
学上の混色のように、加法・減法を用い、ヘアに
メイク、カラーリング、そこにアクセサリーなど
を付ける時など、いずれも基本構造ないし基にな
るものの状態を損なうことなく、よりよいもの・
状態にしていこうとするものである。よりよいも
のを付け加える作業や、逆に減法により、無駄な
ものを省いたり、短縮したりする行為は、よりよ
い状態を検討するのに必須の思考である。もっと
も一歩間違えれば、せっかくの作品が駄目になっ
てしまうので、足しすぎず、不足しすぎず、程よ
い加減のバランスが肝心であることは言うまでも
ない。
図 2はサロンにおいてのカウンセリングを構造
的に表したものである。専門的なカウンセリング
を出発点として顧客の悩みや問題点を把握し、表
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現力・創造力を最大限活用することによってお互
いの関係性に質的な向上をもたらし、結果として
顧客の問題解決と信頼関係を構築していく。
③情報収集能力
3 番目の必須事項として情報収集能力を挙げる。
情報収集力といえば広義にとれるが、ここでは授
業の中での例を挙げて考察していく。一般に私た
ちが、知覚する対象は好き嫌いなど個人によって
取捨選択された特定の情報であるといえる。ヘア
メイクコンテストやヘアショーなどの観戦・鑑賞
等において自分が美しいと感じるものが、他人に
は理解のできないことと感じることがあるのもそ
の理由からであろう。鑑賞する側はそれぞれに同
じ美的作品から異なった感想や印象をもつ。この
とき、私たちは同じものを見ていながら、違うも
のを見たりしている。ここに、互いのフラストレ
ーションを生じることがある。
作品は、情報をリソースしていく鑑賞者側の期
待との間に生まれる一種のフラストレーション、
視覚的不協和を利用し、人々に良くも悪くも影響
を与えている。美に関わる職業につく者は、その
不協和に悩まされながら、作品そのものの良さが
いったいどこにあるか、深く掘り下げて考える必
要がある。私たちは自らの作品に対する意識へと
目をむけ、思い込みや常識、さまざまなスキー
マに対して疑問をもち始める。この疑問は、やが
て作品による不協和を受け入れながら、自分の感
覚を修正するという方法によって解消されていく。
つまり、美しいと感じさせる作品は不協和によっ
て鑑賞者のスキーマや感覚を変容させ、作品の意
味や効果を鑑賞者に考えさせることで、より深い
理解へと至らせる。このメカニズムが美容業にお
ける情報収集能力の機能と考えることができる。
そして、情報を絶えず収集する訓練を重ねて経験
や体験を身体に蓄積させることができるのである。
作品などの情報の受け取り方は鑑賞者によって
図 2
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それぞれ決定されるべきものであり、その受け取
り方によって作品の質が保障される。この視覚的
不協和とは、作品の質を答えとした鑑賞者に対す
る〈問いかけ〉であるとすることができる。この
〈問い〉が機能する為には、鑑賞者の側に美しい
と感じる作品を理解しようという主体的な姿勢が
必要となる。鑑賞者にとって情報収集していくこ
とは、作品が不協和を与え、結果的に感覚を変化
させるものであり、作品にとっては鑑賞者が作品
の質を決定し、完成させる行為といえるのではな
かろうか。つまり鑑賞者と作品との間で行われる
鑑賞という関係行為は、視覚的・聴覚的に情報を
得ることで相互に関わり合い、変化を与え合うコ
ミュニケーションのひとつである。このように情
報収集とコミュニケーション能力は、一体をなす
項目であることがわかる。美的作品を鑑賞し、鑑
賞者の感覚が変化したとき、鑑賞者はそれまでみ
ていた周りの物や風景が違って見えると期待でき
る。鑑賞者によって、作品の不協和が主体的な姿
勢で解消されるのだ。鑑賞者の精神的、感覚的な
変容と、深い理解こそが美容教育の求めるべきも
のであり、絶えず情報収集し自らの内部に吸収し
ていくことが重要であるのは、それによって結果
として美的価値をさらに深めた人格が確立できて
いくからである。
また今日では、3Dをはじめとして、映像表現
技術が進化し、ウェブなどの登場により個人が情
報を発信―受信する手段も飛躍的に進化した。こ
れらの状況を受けて、新しいメディアを用いた授
業を行っていくことが今後において必然的な課題
となる。
④コミュニケーション能力（自己理解・他者
理解）
これまでの整理をすると、技術の習得と表現
力・創造力は一体をなし、つまりは、1．技術の
習得は反復継続の訓練を経て感性を豊かにしてい
く活動であり、2．美しいものを想像し、それを
表現する態度と技能を養うことは〈創る・表現〉
であり、3．情報により美しいものを感じ取る眼
を養うことは、美の創造を創り上げる心を育てる
ことである。そして 4番目として美しいものを媒
介としたコミュニケーション能力を培うことであ
る。〈みせる・共有する〉
これらは、A「自己内」→ B「自己の内から外
へ」→C「他者（社会）とともに」と、自己認識
に留まらず、他者認識を内包する事柄である。そ
して、表現力・創造力・情報収集力を備えること
によってコミュニケーション能力はその力を発揮
すると考えられる。
筆者は授業の中で学生個人の好きな作品や趣味
などを取り上げたプレゼンテーション発表会を行
っている。ひとつの作品を話し合う事で、互いの
感じ方、見方の違いに気づきをあたえていく仕組
みになっている。
図 3はプレゼンテーションの学習内容を図に表
図 3
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したものである。まず学生は、自己理解や自己分
析に重要な作業である課題テーマを選択・決定す
る。そのテーマの深い考察によって自己認識を含
め他者認識を内包していく。そして話し合いや対
話を通じて他者理解を確立していく構造となって
いる。たとえば、美容コンテストやファッション
ショーを通して、作品の中から自分の好きな作品
の理由づけをすることで自己理解が深められ、ま
た他者の好きな作品を認めるという点で他者理解
が深められることがある。具体的には、「作品の
色彩など具体的に推測し、想像し作品について紹
介していく」というプレゼンテーション能力を活
性化させるために色彩要素に注目させる手立てを
とる。結果として自己肯定、また他者理解までが
できたかどうかを検証していくことができ、コミ
ュニケーションとして自己表出することに目をむ
けすぎず、言語化できない感性も同時に考察でき
る訓練となる。プレゼンテーションは、カウンセ
リングの際にも有効性を発揮する。
以下は接客業に必要なコミュニケーション活動
を図式化したものである。カウンセリングなどす
る際に、語り手と聴き手の間では、まず語り手か
ら、経験→イメージ（表現力・創造）→言語→
伝達、聴き手は、言語→イメージ（表現力・創造
力）→経験という形で伝えあうため、できるだけ
イメージ（表現力・創造力）を意識することによ
り、相互の経験の理解が可能となりコミュニケー
ションが成立していく。
図 4
おわりに
デューイの教育論に、「仕事」つまり実践的
「プロジェクト」とよばれる構成活動を設定する
ことによって学生が、「相互作用の原理」と、「連
続（反復）の原理」を一体的にしていくことを目
的とした研究がある。それによると、体験と経
験を通して学生が「意思」を獲得していくとされ
る。デューイにおいては、対象と自分自身をしっ
かりと理解し、それが結果的に他者の理解へとつ
ながり、同意のもとで実行すべき「行為」をして
いく能力が獲得されると考え、その獲得を目指し
て、経験に基づく教育を行っている。社会で生き
る能力の獲得には、体験を通した「意思」の重視
が必要であるといった論である。美容業は本質的
に技術職であり、その根源には経験の蓄積がある。
美容教育においても例外でなく経験の獲得により、
その教育手法を見出して伝達・伝授していく。こ
れまでの美容業の必須項目として取り上げてきた
①美容の基礎的技術（ワインディング・カット・
オールウェーブ等基礎的技術）、②表現力・創造
力、③情報収集能力、④コミュニケーション能力
（自己理解・他者理解）、以上の 4つの項目は、相
互関係の循環構造となっていることを今回の考察
により明らかにすることができた。今後はこれら
を踏まえ、具体的に美容教育のさらなる高度化に
向けたカリキュラムの作成に着手していきたい。
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